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おくの義務教育学校の一体型施設の
建設について



施設一体型への歩み
平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

平成27年度

・文科省研究事業（平成27年度～平成29年度）
「少子化人口減少に対応した活力ある学校教育推進事業」

・小規模特認校制度の試行（学区外からの通学が可能に）

・小規模特認校制度の本実施

→地域と連携し、英語教育や環境教育で教育に特色を

・ユネスコスクール認定
→平和や国際的な連携を実践する学校として認定

・おくの義務教育学校 開校（施設分離でスタート）

・奥野小学校及び牛久第二中学校の統合による
義務教育学校化検討会議の実施

・牛久市内の小中学校で初めてコミュニティ・スクールの導入
→奥野小学校・第二中学校に学校運営協議会を設置



施設分離型から施設一体型へ

建設事業計画

進捗状況



基 本 設 計
1 階

教職員ラウンジ

教職員専用の作業スペース・ラウンジを設けて、
効率的な教材準備、教師間のコミュニケーション
スペースとする

外から直接入れる相談室

職員室の近くの相談室は、
校舎の北側からまわって
外からも直接入れる仕様

作業テラス

技術室から直接外に出られる
テラスは屋外での作業の際に
利用可能

交流の広場

・音楽室2と一体的に活動できる空間
・発表会や地域の催しの際にも利用可能

保健室

・保健室2室は隣接させて連携を図れる配置
・既存校舎と増築校舎の中央に配置することで
どの教室からも利用しやすい

多目的室

会議や研修でも利用可能な
広い多目的室を職員室の近
くに配置

交流の広場

作業テラス

交流テラス 家庭科テラス くつろぎ
テラス

多目的室と調理室

調理室に隣接する多目的室
はランチルームとして交流
の場での活用を可能に

交流ラウンジ

教職員と児童生徒が気軽に
相談や雑談を行えるテーブル
やイスがある空間

増築校舎

既存校舎



基本設計
2 階

低学年教室のまとまり

1、2年生の教室は通過動線がなく
落ち着いた環境の増築校舎の端部
に配置

メディア（イングリッシュ）ルーム

タブレットやスクリーンを設置し
発表等や調べもの等の多様な学習
を行えるスペースに

プレイルーム

トランポリンを置いたり、落ち着ける
スペースを設けるリフレッシュスペース

多目的メディアスペース

教科の特色に合わせて展示や掲示を
行えるスペース

各所に手洗いを多く設置することで、
衛生面に配慮

手洗いの充実



基本設計
3 階

ワークスペース

・多様な学習に対応できる
多目的に使えるスペース

・将来の生徒数増加に伴う
クラス数の変化に対応

後期課程のまとまり

最上階でゆとりのある学習空間を確保

エレベーター

増築校舎のエレベーター設置部分は
3階建てとしてバリアフリーに対応

更衣スペース

教材室を更衣スペースとしても
転用可能とする

既存トイレの改修

・スペースや衛生面での問題を解決する
・明るく清潔感のあるトイレとする



平面計画

平面計画のポイント

①回廊動線により既存校舎と増築校舎を結ぶ

②9年間の成長を実感できる教室環境の変化

④学校全体を見守る職員室の配置

③図書室を学校の中心に配置しアクティブラーニングを支える

⑤教科教室のまとまりを作り、教科の特色を活かす教室配置

⑥インクルーシブデザイン

⑦誰でも使いやすい施設環境

⑧使いやすく管理しやすい地域利用ゾーンのまとまり



・増築校舎と既存校舎との接続箇所を2箇所とし、スムーズに校内を移動できる回廊動線でつなぎます

・回廊動線で囲まれた中庭（交流の広場）は、校内に光や風を取り入れる快適な屋外空間として整備します

① 回廊動線により既存校舎と増築校舎を結ぶ

交流の
広場

既存校舎

増築校舎



グラウンド

登下校

④ 学校全体を見守る職員室の配置

登下校、グランドを見守ることができる位置に
職員室、校長室、保健室を配置します

職員室

保健室

あそびの広場
（低学年）

あそびの広場



屋外ひろば コミュニティガーデン

地域開放エリア（段階的な地域開放）

音楽

技術

家庭科

⑧ 使いやすく管理しやすい地域利用ゾーンのまとまり

・既存校舎１階に地域活動にも使える家庭科室や音楽室等を配置し、屋外のひろばと絡めた交流の場をつくります

・1階地域利用ゾーンに隣接するように地域開放に使える特別教室を配置することで、段階的な開放を可能とする

配置計画とします

施錠管理可能

独立玄関

地域住民
活動エリア



内装の木質化

音 楽

木質化した校舎内装(イメージ写真)



トイレ改修

音 楽

21



グラウンドからのイメージ

外観イメージ

・増築校舎は、グラウンド側に向いた「おくの義務教育学校」の新しい顔となります

・校舎の配置を体育館・武道場の軸線に揃え、屋根を切妻屋根とすることで、体育館・武道場と連続する

一体感のあるデザインとします

34



既存の体育館・武道場と連なるルーフスケープのイメージ
（プロポーザル時のイメージパース）

35



改修により生まれ変わる既存校舎は、思い出を残しつつ新たな機能と景観をつくります

外観イメージ

鳥瞰イメージ 36


